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三
月
オ
ー
プ
ン
例
会
ご
案
内
で
す
。
講
師

に
総
本
山
光
明
寺
執
事
長
、
西
山
浄
土
宗
宗

務
総
長
で
あ
ら
れ
ま
す
日
下
俊
精
（
く
さ
か 

し
ゅ
ん
せ
い
）
氏
を
お
招
き
し
て
「
道
徳
心

を
磨
け
。
日
本
の
良
き
心
を
学
び
、
縁
が
未

来
を
繋
ぐ
。」
と
題
し
て
ご
講
演
頂
き
ま
す
。

青
年
会
議
所
が
目
指
す
「
明
る
い
豊
か
な
社

会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
そ
れ
を
実
行
す
る

自
分
自
身
の
人
間
力
向
上
が
不
可
欠
だ
と
考

え
ま
す
。
道
徳
心
、
主
体
性
と
実
行
力
を
兼

ね
備
え
た
不
動
の
心
で
行
動
で
き
る
人
に
な

る
為
に
、
第
一
回
目
と
し
て
道
徳
心
を
磨
い

て
頂
く
事
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
日

本
の
良
き
心
を
再
認
識
し
て
頂
き
、
道
徳
心

を
磨
く
一
助
に
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
頂
き
た
く
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
入
場
無
料
。

【
日
時
】

　

三
月
十
三
日
（
木
）

　

十
八
時
三
〇
分
〜
二
十
一
時
〇
〇
分

　
（
登
録
開
始
十
八
時
〇
〇
分
）

【
会
場
】

　

長
岡
京
立
中
央
公
民
館
３
階　

市
民
ホ
ー
ル

【
所
在
地
】

　

京
都
府
長
岡
京
市
天
神
４
丁
目
１
番
１
号

（
人
間
力
向
上
委
員
会　

委
員
長 

崔　

祥
龍
）

水 土金土 木金土 火水木 火 月 日月 日金 金 水木木 火 月水 火 月 日土日月 土日

（行政、他団体はHPから抜粋）

　

一
月
三
十
日
（
木
）
八
幡
市
に
あ
る
石
清
水

八
幡
宮
へ
厄
年
参
り
に
行
き
ま
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
度
か
ら
二
〇
一
三
年
度
ご
卒
業

さ
れ
た
先
輩
方
々
と
二
〇
一
四
年
度
卒
業
予
定

者
の
方
々
が
、
お
礼
参
り
、
後
厄
参
り
、
本
厄

参
り
、
前
厄
参
り
と
い
う
事
で
参
加
さ
れ
、
ご

祈
祷
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
乙
訓
青
年
会
議
所

で
は
伝
統
的
に
皆
で
揃
い
厄
年
参
り
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

運
気
の
下
が
る
厄
年
を
各
々
が
無
事
を
過
ご

せ
る
様
に
「
八
幡
御
神
矢
」
な
ど
を
受
け
、
神

様
に
お
祈
り
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
は
な
こ

に
て
懇
親
会
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

（
記
事　

上
坂
彰
男
）

厄
年
参
り

通
常
総
会

二
月
例
会

京
都
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

会
長
訪
問

　
二
月
一
三
日
（
木
）
長
岡
京
市
中
央
公
民
館
三

階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
二
月
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

今
月
例
会
担
当
の
会
員
拡
大
委
員
会
で
は
本
年
度
、

二
〇
名
の
会
員
拡
大
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は
委
員
会
だ
け
で
な
く

メ
ン
バ
ー
全
員
が
一
枚
岩
と
な
り
活
動
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

今
一
度
、
会
員
拡
大
の
重
要
性
を
理
解
し
手
頂
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
一
部
で
は
「
明
日
の
自
分
へ
向
け
て
Ｊ
Ｃ
の
輪

を
広
げ
よ
う
」
〜
様
々
な
Ｊ
Ｃ
の
魅
力
と
意
識
改

革
〜
を
テ
ー
マ
に
二
〇
一
〇
年
度
に
会
員
拡
大
率

ナ
ン
バ
ー
１
を
獲
得
し
た
二
〇
一
〇
年
度
糸
魚
川

　

一
月
三
十
日
（
木
）
長
岡
京
市
産
業
文
化

会
館
一
階
に
て
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
二
〇
一
三
年
度
の
事
業
報
告
並
び
に
決

算
報
告
が
円
滑
に
行
わ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
け
て
二
〇
一
四
年
度
予
算
（
案
）
が
承
認

さ
れ
二
〇
一
三
年
度
岡
村
理
事
長
よ
り
二
〇

一
四
年
度
田
中
理
事
長
へ
と
滞
り
な
く
引
き

継
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

二
〇
一
四
年
度
の
収
支
予
算
（
案
）
に
よ
り

私
達
の
年
会
費
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
ゆ

く
の
か
が
具
体
的
に
わ
か
り
、
今
後
行
わ
れ

る
事
業
等
の
重
要
性
が
理
解
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
記
事　

金
子
明
日
嘉
）

青
年
会
議
所
理
事
長
、
猪
又 

直
登
様
に
お
越
し
頂

き
当
時
の
会
員
拡
大
の
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
曼
荼
羅
シ
ー
ト
を
用
い
て
自
分
の
周

り
に
ど
の
く
ら
い
の
見
込
み
対
象
者
が
い
る
の
か

実
際
に
自
分
の
手
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

二
月
五
日
（
水
）
長
岡
京
市
中
央
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
三
階
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
て
公
益
社
団

法
人
日
本
青
年
会
議
所
近
畿
地
区
京
都
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
会
長
訪
問
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
四
年
度
京
都
ブ

ロ
ッ
ク
協
議
会
会
長
の
張

本 

昌
義
会
長
に
お
越
し

い
た
だ
き
本
年
度
の
日
本

青
年
会
議
所
、
近
畿
地
区

協
議
会
、
京
都
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
の
方
向
性
に
つ
い

て
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

ご
講
演
で
は
ご
自
身
が
出
向
さ
れ
た
経
験
談
も

お
話
頂
き
、
本
年
度
出
向
す
る
メ
ン
バ
ー
に
は

非
常
に
励
み
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

京
都
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
人
と
地
域
が
共
鳴
す
る
京
都
の
実
現
」
へ
の

熱
い
思
い
も
お
話
頂
き
乙
訓
青
年
会
議
所
メ
ン

バ
ー
も
実
現
に
向
け
様
々
な
場
所
で
活
躍
し
て

く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

（
記
事　

中
川
浩
司
）

　
　
　

Ｊ
Ｃ
活
動
と
仕
事
は
表
裏
一
体
で
あ
り
青
年
会
議

所
で
の
行
動
は
そ
の
ま
ま
仕
事
に
反
映
し
て
い
る

と
い
う
事
が
理
解
で
き
会
員
拡
大
の
重
要
性
が
理

解
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
会
員
拡
大
委
員
会　
委
員
長　
渡
辺
大
樹
）
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ー
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ス
ラ
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ド
で
み
る
お
と
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に
発
掘
（
大
山
崎
町
）
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